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入間市制施行60周年事業始動！
入間市は、令和8年11月1日に市制施行60周年を迎えます。

この特別な節目に、これまでの歩みに感謝し、未来への新たな始まりを共に祝いましょう。
入間市は、令和8年11月1日に市制施行60周年を迎えます。

この特別な節目に、これまでの歩みに感謝し、未来への新たな始まりを共に祝いましょう。
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あけましておめでとうございます。
入間市の皆さまにおかれましては、市制施行60周年という輝かしい節目を迎えられ、
心よりお祝い申し上げます。
また、本年は入間市と当市の姉妹都市提携40周年という記念すべき年でもあります。
これまでの長きにわたる文化・芸能・交流の積み重ねに、改めて深く感謝申し上げます。
昨年は入間万燈まつりなどを通じ、両市
の市民同士が温かく触れ合う機会に恵ま
れました。
今後も互いの歴史と魅力を尊重しなが
ら、新たな交流の芽を育み、絆をさらに深
めてまいりたいと思います。
結びに、貴市の益々のご発展と、市民の皆
さまのご健勝を心よりお祈り申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

60周年の入間市へ
姉妹・友好都市からの新年のご挨拶

入間市の皆さまへ
新春を迎えるにあたり、寧波市奉化区人民政府および区民を代表し、謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。
この一年、両地域は多様な分野で交流を重ね、相互理解と友好が深まりました。これは
奉化区にとって大きな励ましであり、信頼関係を支える力となっております。
2026年、貴市は市制施行60周年を迎えられ
ますこと、心よりお祝い申し上げます。これ
を契機に、教育・文化・観光など幅広い分野で
交流を一層促進し、互恵と共栄の実現に努め
てまいりたいと考えております。入間市の皆
さまが奉化区を訪れ、その魅力に触れていた
だける機会が増えることも願っております。
結びに、入間市のさらなる発展と、皆さまの
平安と幸せを心よりお祈り申し上げます。

ウェイ ジヤンゲン

新年のご挨拶

入間市長

佐渡市長　

渡辺 竜五
わた なべ りゅう ご

親愛なる姉妹都市、入間市の皆さま
2026年の幕開けにあたり、心を込めて新年のご挨拶と祝福を申し上げます。
昨年は、青少年代表団が入間市を訪問したことが最も大きな出来事でした。
皆さまの心からのおもてなしとたくさんの出会いは、40年近く続く私たちの友好関係
が、いかに活発で深いものであるかを示したものでした。
私が特に嬉しいと思ったことは、若い
人々がこの友好関係に責任を持ち、更に
進めてくれているということです。
本年は入間市が市制施行60周年を迎える
記念の年でもあります。皆さまと入間市
にとって、安らぎに満ち、実り多く幸多き
年となりますようお祈り申し上げるとと
もに、今後も信頼ある協力関係を継続で
きることを期待しております。

ヴォルフラーツハウゼン市
第一市長

Klaus Heilinglechner
クラウス ハイリングレヒナー

寧波市奉化区人民政府区長　

魏 建根

市民の皆さま、あけましておめでとうございます。
希望に満ちた新しい年を、穏やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。

振り返れば昨年は、入間市にとって大きな未来への一歩となるような年でした。
4月に、新しい西武中学校が開校しました。地域に根差してきた2つの中学校の歴史と伝統を胸に、新たな歩みを始
めた子どもたちの未来志向の姿は、私たちに「受け継ぎ、創る」ことの意味を教えてくれました。
5月には、天皇陛下が全国植樹祭の御臨席に伴い、入間市へ行幸になり、埼玉県茶業研究所と県立入間わかくさ高
等特別支援学校の2施設を御視察くださいました。大変栄誉なことであり、多くの市民の皆さまが奉送迎された光
景は歴史に残るものとなりました。
そして7月には、大阪・関西万博に出展。日本茶に縁のある全国の市と手を携え、「LOCAL JAPAN展」でその魅力
を世界に発信しました。職人の技、香り、味わいを五感で伝える日本文化の豊かさは、日本三大銘茶狭山茶の主産
地であり、全国手もみ茶品評会で産地賞を20年連続受賞している入間市だからこそ語れる物語です。
さらに11月には、日本初のヤングケアラー支援条例を制定した自治体として、全国に向けたシンポジウムを開催し
ました。先駆けとして歩んできた私たちの『次の一手』を示し、支援の輪を全国へ広げていく。その使命感と責任の
重さを感じたところです。

そして令和8年は、入間市が市制施行60周年を迎える年です。
昭和41年11月1日、埼玉県で25番目の市として誕生したこのまちは、先人たちの英知と、日々を支えてくださる
市民の皆さま、事業者や関係機関の皆さまによって大きく発展してまいりました。こうした入間にゆかりのあるすべ
ての皆さまに、心から感謝申し上げます。

60歳は「第2の人生のスタート」に例えられる節目の年です。入間市が還暦を迎えるこの節目に、改めて「新たなス
タート」を一緒にお祝いし、これからの発展に向けて力を合わせて入間市の未来を紡いでいきましょう。今後とも市
政に対し、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、入間市制施行60周年を祝うとともに、今年一年の皆さまの健康と幸せをお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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入間の
「好き」
大募集!

市制施行60周年という節目は、過去を振り返るだけでなく、次の時代をどう創っていくかを考える新たな出発点です。み
んなで育んできた“入間市らしさ”を見つめ直し、“新たな可能性”を見い出す。60周年記念事業では、「未来の原風景を創造
する新たなスタート」をテーマに、2つのプロジェクトを展開します。市民みなさんの力で、入間市の良さや魅力を次世代に
つないでいきましょう！
詳細については、今後も広報い
るまや市公式ホームページ「入
間市制施行60周年記念特設ペー
ジ」でお知らせしていきます。

市内初の統合校、西武中学校の生徒たちの想いが込められ
た新校歌『緑翠の中』を生徒自身の力で広げつなげていく
活動です。この校歌の作詞・作曲を手がけたのは、入間市の
教育方針に賛同した市内出身の作曲家・杉山勝彦さん。生
徒たちが語った言葉や想いを丁寧に受け取り、それを楽曲
として形にしました。統合への不安を前向きな言葉に変
え、生徒たちの想いが込められたこの校歌は、挑戦する勇

気をたたえ、未来を切り拓く力を与えてくれるエールソン
グです。
校歌に共感した生徒たちは、もっと多くの人に知ってもら
うための挑戦を始めます。この挑戦は、ふるさと入間の価
値をさらに高め、新たな価値を積み上げていく取組のひと
つとして、西武中学校だけにとどまらず、市内中学校や全
国にも広がっていきます。

“僕の空はどこにある？”
やっと見つけた“夢のかけら”も
僕に翼がないのなら意味がない
君は “それなら一歩ずつ
鼻歌でも歌って探すかい？”
そう微笑んで眩しい空を見上げた

いつかこの町を離れた時
それが豊かだと知ることに
なるという
木々の匂い 緑翠の中

君は僕に言わなかったね
“どうせ無理”と言わなかったね
空の青さが 滲み 頬伝い
胸に灯る青信号
“本当にやりたいこと”とか
僕にも見つかるのかな
期待と不安 交差点で
ひとり ひとつ 抱くかけら
“夢のかけら”と歩き出す

“本当に辛い時は逃げるが
勝ちだからね”
優しい母の声音と
頷く父の眼差しがよぎる

家族 みんなで笑えてないとな
自分ひとりが良くても
全然良くなくて
二の足踏む 緑翠の未来 嗚呼

十年後の答え合わせ
僕ら何をしてるのかな
無邪気なままの大人になった
僕ら浮かぶ青天井
僕にとって幸せとは
“今だ”と言い切れるように
白地図一枚 握りしめて
不器用でも 遠回りでも
僕は歩いてくつもりだよ

ひとり ひとつ 抱くかけら
“夢のかけら”と歩き出す

市では、60周年の節目を市民の皆さまとともにお祝いしていく事
業に「入間市制施行60周年」の冠を付け、1月から12月まで実施し
ます。また、市民団体や民間事業者の皆さまが行う“60周年をお祝
いする取組”にも冠を付けてご紹介できるよう募集しています。詳
しくは市公式ホームページをご覧ください。

入間市が歩んできた60年には、暮らしの中で育まれた市民一人ひと
りの“好き”が詰まっています。
入間市が還暦を迎えるこの節目に、それぞれの「好き」をみんなで集
め、市民共通の宝物として未来に残す取り組みを進めていきます。
あなたの「好き」も、100年後の市民へ届けませんか？
市民みんなの想いが、これから始まる新しい100年をつくる力にな
ります。

「やっぱ好きだな～入間市。」とふと感じる日常の一コマをシェアしませ
んか?
 「入間市のここが好き!」を大募集!「この景色が好き」「この瞬間が好
き」「このまちのここがいい!」そんな入間市への想いを、写真でも短歌
でも、 イラストでもメッセージでも、あなたの表現したいカタチで自由
に送ってください。 
入間に関わる“好き”なら何でもOK。あなたの想いが未来のまちづく
りにつながります。
どんな企画なのかが分かる紹介動画も近日公開予定!
気軽に、楽しく参加できるプロジェクトです。募集開始時期や応募方法
などの詳細は、広報いるまや市公式ホームページでお知らせします。 
あなたの「好き」を、ぜひ教えてください!

※「緑翠」とは
　木々の緑のことです。西武中学校は緑豊かな
環境の中にあるため、「緑翠の中」というタイ
トルがつけられました。

こどもたちには、失敗を恐れずに挑
戦し仲間と一緒に行動して、未来を
拓いてほしいと思っています。大人
たちは、その想いや夢を受けとめて

伸ばしていく環境を創る。この60周年の取組をきっかけ
に、こどもも大人もいろいろなことに挑戦して、それを応
援する風がたくさん吹くことを期待しています。

▶詳細は6ページ

入間市教育長　中田　一平

最初は、新しい環境に旧野田中生も旧西武中生も、少し困惑しているように感じられましたが、今で
は「新・西武中」というまとまりに近づいて、みんなの笑顔がさらに増えたように感じています。開校
式で合唱したときには、全校の声が体育館に一斉に響き渡る瞬間に、とても爽快感を感じ、この『緑
翠の中』という校歌とともに学校生活が始まるんだ、と改めてワクワクしました。

「白地図」や「“どうせ無理”と言わなかったね」という歌詞は、不安の中でも前向きに進もうとする今の自分たちにぴった
りだなと思っています。自分の夢に対する想いを肯定してくれる歌詞がたくさん詰まっているので、自分の夢を諦めて
しまいそうな人や、何か希望が欲しくなった人、自分の夢を信じたい人たちに聴いてもらいたいと思います。

西武中学校生徒会　野口　叶羽さん
緑翠の中 作詞・作曲　杉山勝彦

こどもたちの想いとパワーから生ま
れた校歌を軸に、入間市の魅力を多
くの方に届けたいと思います。この
プロジェクトには市民の皆さんの力

が欠かせません。面白そうだと感じた方は、ぜひ一緒にこ
のプロジェクトを動かし、未来の入間を創っていきま
しょう！

緑翠プロジェクトプロデューサー 
杉山　勝彦さん

入間市制施行60周年事業始動！
特集

100年後も残したい
入間の好きプロジェクト

入間市制施行60周年冠事業

入間市制施行60周年記念

「大相撲入間場所」
入間市制施行60周年記念

「消防フェア」（令和8年入間市消防出初め式）

入間市の60歳の還暦を祝して実施します。
11月1日㈰（予定）

情報は随時公開予定です。

入間市制施行
60周年記念式典
入間市制施行
60周年記念式典

プロジェクト2

市内初の学校統合校・西武中からスタート！ 緑翠プロジェクト

緑翠プロジェクトについて意気込みを聞きました！

りょく  すい
プロジェクト1

入間市の「新たなスタート」に向けて
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とき　 ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料　 申し込み　 問い合わせ

今
月
の
注
目
記
事

入間市制施行60周年記念　消防フェア
（令和8年入間市消防出初め式）

市民税・県民税の申告と簡易な所得税の確定申告

入間市制施行60周年記念　大相撲入間場所

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

日 1月11日㈰9時～ 12時30分※当日8時にサイレン吹鳴あり　場彩の森入間公園（雨天の場合は豊岡中学校
で式典のみ実施）　内例年実施の車両行進・分列行進・一斉放水等の他、防災体験車の来場、けむり体験・ス
ペシャルイベントを実施予定！　問市民安全課

電子申告が増加しているため、
★今年から以下の点を変更させていただきます。ご協力をお願いします。
　・受付終了時間を13時に変更
　・給与の源泉徴収票が６枚以上は受付不可

◆市の会場で申告できるもの◆
①令和8年度分の市民税・県民税の申告
②令和7年分の簡易な所得税の確定申告

所得税の確定申告は、
e-Tax・スマホ等の
電子申告が便利です

市の申告会場で申告できないもの

■来場不要のe-Taxで申告を！
　国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp)の「確定
申告書等作成コーナー」で、確定申告書を作成し、e-Tax（電
子申告）で申告ができます。
　マイナポータルとe-Taxを連携（マイナポータル連携）す
ると、確定申告書の該当項目が自動入力され、医療費通知
情報や寄附金受領証明書などが1件ずつ入力する必要がな
く、書類の提出保存も不要となり便利です。給与所得や公
的年金などの源泉徴収票なども自動入力となります。
　なお、マイナポータル連携をご利用になるには事前準備
が必要となりますので、お早めの準備をお願いします。

問所得税の確定申告に関すること
所沢税務署（〒359-8601 所沢市並木1-7）☎04-2993-9111（自動音声案内「0」）

■所沢税務署での確定申告
期間 2月16日㈪～ 3月16日㈪
※土・日・祝日のぞく。3月1日㈰のみ開場
8時30分～ 16時（受付終了）（9時～相談開始）
申告会場への入場には、整理券が必要です。
　整理券は、国税庁のLINE公式アカウントからオンライン
での事前発行が可能。
　整理券の当日配付は、混雑状況により早めに受付終了の
場合あり。
◎上記期間前は税務署内に会場はありません。2月13日㈮
　以前に申告相談を希望する場合は電話予約が必要です。

●営業・農業・不動産・雑所得（経費計算があるもの）
●給与所得者の特定支出控除
●分離課税・譲渡所得・損失の申告
●所得税の住宅借入金等特別控除等の住宅関連の

税額控除
●雑損控除・国外居住者の扶養控除及び外国税額

控除
●更正の請求・修正申告・過年分申告
●給与の源泉徴収票が６枚以上ある
●そのほか、複雑な申告や税務署の判

断を要する内容の申告
※日程や確定申告の詳細は、市公式ホ

ームページをご確認ください。

問市民税・県民税の申告に関すること
　市役所市民税課（内線2114 ～ 2116）

　入間市制施行60周年を記念し、大相撲入間場所を開催します！
約200人を超える力士たちが「相撲のまち いるま」にやってきて、
本場所さながらの真剣勝負を目の前で繰り広げます。本場所に比
べ、短時間で取り組みや土俵入り、弓取式を観られるだけでなく、
人気力士による握手会など力士と触れ合う機会もあります。さら
に「相撲のまち いるま」ならではの催しを実施し、相撲ファンにと
ってはたまらない一日になります。入間市にゆかりのあるあの力
士たちも登場！力士たちの迫力ある生の相撲を体感しましょう！
日 4月26日㈰開場9時、打ち出し15時　場市民体育館
◇チケット販売
市内先行販売日1月17日㈯12時～17時　※購入は現金のみ　場
まるひろ入間店7階
一般販売日 2月1日㈰から　場ローチケ、チケットぴあ、まるひ
ろ入間店、市民体育館　※まるひろ入間店および市民体育館での
購入は現金のみ
チケット販売等詳細は市公式ホームページからご確認ください。
問スポーツ推進課（大相撲入間場所実行委員会）

※入間場所弁当は、事前予約のみの受付（販売）と
なります。

※会場内では軽食・ソフトドリンク、アルコール
類の販売を予定しております。

※会場内では、大相撲グッズも多彩に販売してお
ります。

※福祉席は車イス利用者以外の購入はできません。
※危険防止のため、タマリ席Sは未就学児の入場

はできません
※4歳からチケットが必要です。4歳未満でもお

席が必要な場合は有料です。
※2階席のお客様はアリーナへ立ち入りができま

せんのでご了承ください。

市民税・県民税申告と所得税の確定申告日程
受付時間 9時～ 13時　※土・日・祝は休み

日　付 会　場 対象地区
2月16日㈪ 金子地区センター 金子地区
2月17日㈫

藤沢地区センター
東藤沢・下藤沢

2月18日㈬ 上藤沢・下藤沢
2月19日㈭ 宮寺・二本木地区センター

（宮寺公民館） 宮寺・二本木地区
2月20日㈮
2月24日㈫

東金子地区センター 東金子地区
2月25日㈬
2月26日㈭ 市役所4階大会議室

(西武地区センター利用不可)
野田・新光

2月27日㈮ 仏子・新光
3月2日㈪
～4日㈬ 市役所4階大会議室 豊岡地区

3月5日㈭
～16日㈪ 市役所4階大会議室 全地区

※各会場は駐車場が狭いため、車での来場はご遠慮ください。
※市役所脇の駐車場は台数が少ないため、申告に来られる方は、

旧市民会館駐車場をご利用ください。
※指定されている日に都合がつかない方は、他の日でも申告い

ただけます。

【持ち物】●収入が分かる資料（源泉徴収票等）
●各種控除が分かる資料（社会保険料控除証明書、

生命・地震保険控除証明書、寄附金受領証明書、
障害者手帳、障害者控除対象者認定書、医療費控
除明細書等）

●マイナンバー（被扶養者分含む）および口座が分
かるもの

※詳しくは、市公式ホームページや各地区センターにあるチ
ラシをご覧ください。

申告期限：令和8年3月16日㈪

★所得税の確定申告★　※税務署の方針により、申告・申請用紙の配布はありません。

市公式
ホームページ

確定申告書等
作成コーナー

市公式
ホームページ

入間ケーブルテレビ
ホームページ

マイナポータル
連携

国税庁LINE
公式アカウント

国税庁納税相談
チャットボット
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日 月 火 水 木 金 土

申し込み不要のイベントです。参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。
とき（日付）　 とき（時間） ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 問い合わせ

第9回いるま和文化祭 子どもたちの和の一日

お茶体験「むかしのくらしと道具展コラボ」

14時開演 和楽器ワークショップや踊り等
の和文化体験※大人も参加可　 500円（体験フ
リーパス、当日徴収）　 ・ 産業文化センター

自然かんさつ会 フードドライブにご協力を

11時～14時　 市役所市民ホー
ル フードバンクいるま事務局
☎090-2123-1323、生活支援課

9時～12時   西武球場前駅改札付近集合　
狭山湖で鳥を観察 農業振興課

救急指定病院（24時間対応）とき 内科担当 外科担当
1日（木・祝） 小林病院　 　　　☎2934-5121 原田病院　　　　   ☎2962-1251
2日㈮ 金子病院　 　　　☎2962-2204 豊岡整形外科病院   ☎2962-8256
3日㈯ 入間ハート病院　 ☎2934-5050 豊岡第一病院　　   ☎2964-6311
4日㈰ 小林病院　 　　　☎2934-5121 原田病院　　　　   ☎2962-1251
11日㈰ 西武入間病院　 　☎2932-1121 豊岡整形外科病院   ☎2962-8256
12日（月・祝） 入間ハート病院　 ☎2934-5050 豊岡第一病院　　   ☎2964-6311
18日㈰ 金子病院　 　　　☎2962-2204 原田病院　　　　   ☎2962-1251
25日㈰ 小林病院　 　　　☎2934-5121 豊岡整形外科病院   ☎2962-8256
 診療時間9時～12時・13時～17時 ※各病院で診療時間が異なる場合あり

内科、外科、小児科 診療時間 日曜日と祝日・休日の9時～12時 
歯科 診療時間 第1・3・5日曜日と祝日・休日の9時～12時
狭山市狭山台3-24（狭山市保健センター隣）　　☎2958-8771
※受付は、診療終了時間の 30分前まで

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
 診療時間 19時30分～22時30分

休日当番病院 夜間（内科・小児科）

狭山市急患センター

入間地区医師会 日　月　火　水　木　金　土

狭山市医師会・狭山市歯科医師会

11時～15時 ・ 博物館アリット
令和8年入間市二十歳の集い

産業文化センター　 社会教育課

大人のためのプラネタリウム
11時～ 11時40分 音楽主体

のヒーリング番組（初）　 100円
・ 児童センター※託児は前日

までに電話により予約（条件有）

11

終日 情報政策課
コンビニ交付サービスの一時停止

第2日曜日はリサイクルの日
9時～12時 リサイクルプラザ　 ミニフリー

マーケット等　 総合クリーンセンター

6 74 5

1413

2118 19 20

25 26 27 28

12

カレンダー1月

納付方法は
こちら◇市県民税・森林環境税（第4期）

◇国民健康保険税（第7期）
◇介護保険料（第7期）
◇後期高齢者医療保険料（第7期）

月納期限 2月2日
納税は便利な口座振替で　

収税課

今月の納期

成人の日

広報いるま   2026年（令和8年）1月号8

日 月 火 水 木 金 土

・転入・転出等の住民異動届
・戸籍届の受付
・住民票の写し、戸籍に関する証明書の交付
・印鑑登録、印鑑登録証明書の交付

・パスポートの交付（９時～。申請は不可）
・マイナンバーカードの交付、おうち受取プラン
　による申請、電子証明書の更新など

土曜開庁
8時30分～12時
取り扱い業務とき（日付）　 とき（時間） ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 問い合わせ

市役所土曜開庁

おやこ森遊び
10時～12時 未就学児と保護

者　 たき火、もちつき　 1家族
100円 ・ 青少年活動センター

みんなでたき火デー

ルマチップ新春大抽選会・大交換会

フードドライブにご協力を

11時～14時　 市役所市民ホー
ル フードバンクいるま事務局
☎090-2123-1323、生活支援課

10時～ 14時30分　 たき火を囲んでのんびり
すごす　 ・ 青少年活動センター

14時～ 15時　 産業文化センター 入間市
商業協同組合（入間市商工会内）☎2964－1811、
商工観光課

原田病院        　 ☎2962-1251
豊岡第一病院　　 ☎2964-6311
豊岡整形外科病院 ☎2962-8256
西武入間病院  　  ☎2932-1121
小林病院             ☎2934-5121

救急指定病院（24時間対応）
埼玉県救急医療情報センター
　　　　　　　　　　　☎ 048-824-4199
埼玉西部消防局 休日夜間病院案内
　　　　　　　　　　　　☎ 050-1808-8872

救急指定病院（24時間対応）次の電話相談も利用できます

埼玉県救急電話相談
♯7119（24時間対応）
回線によりつながらない場合
☎048-824-4199

病院に行くか迷ったら

小児救急電話相談（15歳未満）
♯8000

　☎ 048-833-7911

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
 診療時間 19時30分～22時30分

医療機関案内（24時間対応）
深夜や早朝、休日の急病で

診察可能な病院がわからないとき

市役所土曜開庁

大人のためのプラネタリウム

ビザなどの相
そう

談
だん

会
かい

中高年向け就職面接会
11時～ 11時40分 音楽主体

のヒーリング番組（初）　 100円
・ 児童センター※託児は前日

までに電話により予約（条件有）

13時
じ
～ 15時

じ
市
し
役
やく
所
しょ

英
えい

語
ご
、スペイン語

ご
で相

そう
談
だん
できます。

地
ち
域
いき
振
しん
興
こう
課
か

13時30分～ 16時 産業文化
センター　 商工観光課

終日 情報政策課
コンビニ交付サービスの一時停止

いるぱーく
10時～ 15時　 冒険遊び場プレーパーク　

・ 青少年活動センター

8

元日

9

1615 17

10

2322

3029 31

21 3

24

施設問い合わせ
◉博物館アリット 
◉健康福祉センター
◉文化創造アトリエ・アミーゴ
◉図書館本館
◉産業文化センター
◉児童センター
◉総合クリーンセンター
◉青少年活動センター
◉市民体育館

☎2934-7711　　　 
☎2966-5511
☎2931-3500
☎2964-2415
☎2964-8377
☎2963-9611
☎2934-5546　       
☎2962-1005
☎2962-1125

第２・４
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窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

10

とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

10 広報いるま   2026年（令和8年）1月号

イベント 参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。

子どもを対象にしたお知らせを掲載しています。あつまれ！ いるまぐみ

掲
載
の
応
募
は

申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
で
！

にこにこ笑顔で（さーたん）

◆第10回T-1グランプリ参加者募集

◆休日相談会
2月7日㈯9時～ 16時 教育

センター 市内在住でこどもの
発育・発達で気になること、心配
事の相談を希望する保護者（予約
優先）※小学校就学の進め方相談
も可　 平日9時から児童発達支
援センターうぃず ※予約枠
に空きがあれば当日まで申込可☎
2968-7785

3月1日㈰13時～ 17時　 埼
玉県茶業研究所 市内の小学
3年生～ 6年生　 お茶のいれ
方など3つのお茶競技で競い合い、
狭山茶のチャンピオンを決定しま
す。 先着80人　 2月13日㈮
まで t1.grand.
pr ix . i ruma@gmai l .
com 2966-1684

◆休日開放事業
2月7日㈯9時30分～ 11時30

分　 健康福祉センター 市内
在住で、心身の発達に気がかりや障
がいのある児童と保護者　 「元気
キッズ」プレイルーム内での親子
の自由遊び※児童だけの利用不可

先着5組　 1月30日㈮までに
児童発達支援センターうぃず※平
日9時から ☎2968-7785

◆森あそびクラブ ◆親子で楽しむ絵本とわらべうたの会
①たき火とお正月遊び　 1月18
日㈰10時～12時　 100円
1月17日㈯12時まで
②野外調理と森のパーティー
2月7日㈯10時～ 13時　 300
円　 1月31日㈯12時まで
【共通事項】 小学生　 各先着15
人　 ・ 青少年活動センター

2月14日㈯10時30分～ 11時
30分　 金子地区センター　
乳幼児と保護者　 親子でふれ
あう手遊びやわらべうたと、おす
すめの絵本の紹介　 先着15組　

1月24日㈯9時から図書館金子
分館 ☎2936-1811

その他

たくさんの初めてを 夏はやっぱり
かき氷だね♪

も
う
す
ぐ
３
歳
。面
白
く
て
、

元
気
で
、
か
わ
い
い
み
の

ち
ゃ
ん
大
好
き
よ
♡

（
み
の
マ
マ
）

寒
く
な
る
と
み
の
む
し
に

な
り
暖
ま
り
ま
す
♪

（
コ
コ
と
レ
オ
）

◆豆まき会～豆をまいて鬼を退治だ～
1月31日 ㈯10時 ～ 11時30分
お面作りと豆まき（お面の配布

は数がなくなり次第終了）　

◆星にまつわるイベント
1月17日㈯

◇お昼の天体観望会14時～15時30分
◇星空かふぇ18時～ 18時15分
◇天体観望会18時30分～ 20時
※18時以降は中学生以下保護者
同伴

児童センター

◆星座めぐり（やぎ座）
1月11日㈰15時～ 15時45分
該当誕生星座の方には記念写真

をプレゼント　 100円（小中高
50円、幼児無料)　

みのむしになりました♪

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

申告が必要です　償却資産

　令和8年1月1日現在、事業をしている方で、事
業用の構築物、機械、工具・器具・備品等を市内
に所有している個人および法人は申告が必要です。
郵送・電子申告（eLTAX）による提出にご協力くだ
さい。　期限 2月2日㈪まで　問資産税課

パブリックコメント募集

　案に対する皆さんの意見をお寄せください。
◇入間市一般廃棄物処理基本計画（原案）
公表期間 1月14日㈬～ 2月13日㈮　担当 エコ・ク
リーン政策課 ir240500@city.iruma.lg.jp
2965-0232
◇入間市立地適正化計画（原案）
公表期間 1月13日㈫～ 2月12日㈭　担当 都市計画
課 ir271000@city.iruma.lg.jp 2965-0232
◇入間市建築物耐震改修促進計画（原案）
公表期間 1月15日㈭～2月16日㈪　担当開発建築課
ir274000@city.iruma.lg.jp 2965‐0232

共通事項 閲覧場所 市役所、市民活動センター、分
館のぞく各地区センター、図書館本館・西武分館、
市公式ホームページ　対市内に在住・在勤または
在学の方、市内に事務所または事業所を有する個
人・法人・その他の団体、市税の納税義務者、こ
の計画に利害関係のある方　提出方法 公表期間の
最終日までに必着で担当課窓 M FAX〒

※提出された意見に対する市の考え方を市公式ホ
ームページにて公表予定です。なお、意見に対す
る個別回答は行いません。

救急隊のコンビニ、病院内売店利用について

　近年、救急出場件数の増加に伴い、救急隊が長
時間にわたり消防署へ戻ることが困難な状況です。
隊員の休憩、食事および水分補給のため、市内の

コンビニエンスストアおよび病院内
売店の利用にご理解をお願いします。
問市民安全課

武蔵藤沢駅自由通路広告板有料広告（令和8年4月より）

仕様 額面看板（透過性フィルム方式）　 寸法 縦
1,100㎜×横1,500㎜（見え寸法：縦1,026㎜×横
1,326㎜）　金1面につき月額31,500円　募集面数

7面（広告番号1番～ 7番）　申1月5日㈪～ 19日㈪
に道路管理課窓 M 〒

県営住宅入居者募集

申都市計画課、地区センター（分館のぞく）で配
布している募集案内を確認の上、1月21日㈬まで
に埼玉県住宅供給公社県営住宅課 ☎048-829-
2875

都市計画案の縦覧および意見書の提出

日 1月23日㈮～ 2月6日㈮　場都市計画課　対入
間市の住民および利害関係者　内都市計画法第17
条に基づく都市計画変更案（第92号生産緑地地区
の廃止）　申 1月23日㈮～ 2月6日㈮必着で都市計
画課窓 M 〒

市民農園利用者募集

利用期間 4月1日～令和10年3月31日（2年間※貸
付期間）　募集対象 東町市民農園、藤宮市民農園　
対市内在住の方（1世帯1区画に限る）　金年6,000
円　申 1月5日㈪～ 19日㈪（消印有効）に農業振興
課窓 M M〒※本人確認書類の写し必須※メール、
郵送の場合は、住所・氏名・電話番号・希望する
農園（現在の利用者は農園名・区画の
継続利用の有無）を記載※郵送は封書

（任意の用紙に記入） 

詳しい日程は市公式ホーム
ページをご確認ください。

お気軽にご利用ください

相談先がわからない場合は
総合相談支援室（内線 1311～1315）

市 民 相 談

お知らせ
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とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

有料広告欄

リズム体操＆ストレッチ

日 2月6日～ 27日の毎週金曜日14時30分～ 15時
30分（全4回）　対 15才以上（中学生
のぞく）　定  15人（抽選）　金3,200
円　申 1月5日㈪～ 20日㈫に市民体
育館窓 M

第33回 入間市武道祭

日 2月11日（水・祝）9時15分～ 11時55分　場

武道館　内剣道、柔道、弓道、少林
寺拳法、なぎなた、合気道、居合道
の演武と体験　問スポーツ推進課

入間市民モルック大会

日 2月15日㈰9時～ 12時　場彩の森入間公園※雨
天中止　対市内在住・在勤・在学の
方　定先着32チーム（1チーム2 ～ 4
人）　申 1月25日㈰までにスポーツ推
進課 M

第29回むかしのくらしと道具展

日 1月6日㈫～ 2月15日㈰※期間中休館日あり　
内昭和の時代を中心に当時の道具や写真など300
点あまりの資料を展示します。また今回は市制施
行60周年に関連したコーナーも設け
ます。　金無料※常設展示は有料　
場・問博物館アリット

WASABIニューイヤーコンサート

日 1月18日㈰15時開演　場産業文化センター　
内吉田良一郎（吉田兄弟・兄）をはじめ邦楽界を代
表する4人の奏者が生み出す新感覚の和楽器の音
色をお楽しみください。　金

一般：前売3,500円　18歳以
下：前売2,500円（いずれも当
日は500円増）※全席自由、未
就学児入場不可　申あそびあ～と☆
こども劇場いるま M、産業文化セン
ター窓

入間市博物館に日光さる軍団がやってくる！

日1月24日㈯10時～ 16時、各回15分程度（全10
回）　金無料※投げ銭制　場・問博物館アリット

【動物取扱業者標識】
●名称：株式会社モンキーエンタープライズ
●事業所所在地：日光市柄倉763
●取扱業種別：展示
●登録番号：栃木県動愛セ 17展第006号
●登録年月日：令和4年12月13日
●登録有効期限：令和9年12月12日
●動物取扱責任者氏名：関拓海

大人の工作会「はじめてのデコパージュ」

日 1月25日㈰13時30分～ 15時　場金子地区セン
ター　対成人※初心者向け　内デコパージュの技
法を使って、小物にデコレーションを施します。
定先着８人　申 1月10日㈯9時から図書館金子分
館窓 ☎2936-1811

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

心身の健康

窓口受付時間が変更になります

日 7月1日から　場入間市役所本庁舎、人権推進課
（男女共同参画推進センター）　対全部署における
窓口対応業務　内職員の働き方改革を推進し、短
縮時間を業務改善のために活用し、市民サービス
の向上を図ります。　窓口受付時間 9時
～ 16時30分（電話受付時間も同様）
問企画課

猫はマナーを守って飼いましょう

　猫による糞尿の被害等の苦情が多く寄せられて
います。猫を飼っている方や地域猫に餌を与えて
いる方は近隣住民に配慮し、マナーを守って飼養
してください。　問生活環境課

軽やかヨガ教室　冬クール

日 1月7日～ 3月25日（2月11日のぞく）の毎週水曜
日各日9時から、10時15分からそれぞれ約70分（全
22回）　対高校生以上　内ヨガ
で寒さを乗り切る　定先着10
人　 金 1回600円

（初回体験300円）
場・申武道館窓

M☎2965-5551

入間市生活習慣改善セミナー

日 1月21日㈬10時～ 12時　場健康福祉センター
対市内在勤・在住　内豊岡整形外科の梅澤夏樹
医師による骨粗しょう症講演会　定
先着100人　申前日までに地域保健
課（健康福祉センター内）窓 M☎
2966-5513

ライオンズスポーツアカデミー無料体験会

日・対 1月22日㈭①17時～ 17時45分（年少・年
中）②18時～ 18時45分（年長～小学
3年生）　内  ライオンズスポーツア
カデミーコーチによる運動に必要な

体の使い方と野球体験教室　定各回先着15人　
申 1月5日㈪～ 19日㈪に市民体育館 M

令和7年度　発達障害講演会

日 1月29日㈭14時～ 16時　場健康福祉センター
対市内在住・在勤　内発達障害に伴う症状やその
対応について学ぶ　定先着100人
申 1月28日 ㈬12時 ま で に 地 域 保 健
課（健康福祉センター内）窓 M☎ 
2966-5513

健康づくりボランティア研修会

日 2月3日・24日の火曜日（全2回）　場健康福祉
センター　対市内在住　内睡眠に関する講座、
活動紹介、交流会　定 先着30人
申 1月5日㈪～ 2月2日㈪に地域保健
課（健康福祉センター内）窓 M☎
2966-5513

健康体操

日 2月2日～ 23日の毎週月曜日10時30分～ 11時
30分　場宮寺地区体育館　対成人の方　内全身
のストレッチ、身近な物（タオル）や自分の体重を
使った筋トレ、軽いステップ運動、その場ウォー
キング、リラックスストレッチ等　定先着40人
金1回500円　申 1月6日㈫～ 2月1日㈰に武道館
窓 ☎2965-5551

ほっこりヨガ

日2月5日～ 26日の毎週木曜日10時30分～ 11時
30分　場黒須地区体育館　対成人の方　内ヨガの
哲学をとり入れながら、ストレッチを中心とした
初級ヨガを行う　定先着25人　金1回500円　申
1月6日㈫～ 2月4日㈬に武道館窓 ☎2965-5551

ベーシックピラティス

日 2月6日～ 27日の毎週金曜日11時～ 12時（全
4回）　場市民体育館　対 15才以上（中学生のぞ
く）　定 15人（抽選）　金 3,200円　
申 1月5日㈪～ 20日㈫に市民体育館
窓 M

催し
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とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

有料広告欄 有料広告欄

他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ他にもお知らせ
盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさ盛りだくさんんんん！！！！！！！
他にもお知らせ
盛りだくさん！
他にもお知らせ
盛りだくさん！

市民体育館 児童センター 図書館

産業文化センター 文化創造アトリエ・アミーゴ 博物館アリット

◇2026ジャズデースペシャルコンサート
日 1月24日㈯18:30 ～ 21:00　場文化創造アトリ
エ・アミーゴ　出演高木里代子（ピアノ）、寺尾陽
介（ベース）、福森康（ドラム）　金 4,500円（前売、
全席自由、ワンドリンク付）　主催 入間ジャズク
ラブ　問坂本☎090-3092-5730
◇第30回ドラマフェスタin入間
◆ドラちゃんデー
日2月21日㈯10時～ 17時　場文化創造アトリエ・
アミーゴ　内公演・WS・クラフトなど（一部有料）
◆特別参加作品「トリッピング・ミスターじじい」
日 2月22日㈰14時公演　場産業文化センター
金大人3,500円　子ども2,000円　問劇団鳥獣戯
画 M☎2960-6000
◆市民ミュージカル「スニーカーをはいた猫」
日3月26日 ㈭19時、27日 ㈮11時・15時 公 演
場 産業文化センター　金 大人2,500円　子ども
1,000円　問ドラマフェスタ in 入間実行委員会

irudｏrama024@gmail.comM M

共通事項 主催ドラマフェスタ in 入間
実行委員会

会員募集

◇太極拳同好会
日毎週水曜日13時45分～ 15時30分　場健康福
祉センター　金無料（入会金なし）　問小林☎090-
8035-9917
◇仏子OB（ソフトボール）
日 3月～ 11月の毎週土曜日9時～ 11時　場西武
市民運動場　対 65歳以上の方　金年4,000円（入
会金なし）　問三ノ上☎090-6343-1685

◇アレー ラ フランス（フランス語会話）
日毎月第1・3水曜日14時～ 15時30分　場産業文
化センター　講師 レミ・オード先生　金月3,000
円（入会金なし）　問別府☎090-5511-6313
◇月イチ♪ポップス合唱
日毎月原則第3金曜日19時～ 20時30分　場文化
創造アトリエ・アミーゴ　対大人の方　講師さく
まゆき先生　金月2,000円（入会金1,000円）　問
柳原☎080-3417-5098

青少年相談員

申1月25日㈰17時まで　問青少年活動センター

市情報公開・個人情報保護運営審議会委員

申 1月9日㈮～ 23日㈮ 問総務課

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

押し花で作る「干支飾り」教室

日 1月26日㈪10時～ 12時　内今年の干支「午
うま

」を
押し花で作る　定 15人（抽選）　金3,000円　申
1月18日㈰17時までに農村
環境改善センター窓 M☎
2936-0900 info@iruma-
noukai.jp

山田姉妹と歌う！懐かし名曲コンサート

　懐かしの名曲を、ふたりのハーモニーで、思わ
ず口ずさみたくなる、心あたたまるひととき。ピ
アノの生演奏で歌謡曲だけでなく童謡・唱歌まで
お届けします。
日 2月11日（水・祝）14時開演　金全席指定2,000
円※障がい者割引1,800円（障
がい者手帳を提示の方とその
介 助 の 方1名 ま
で）　場・申産業
文化センター 窓

M

クラフト講座「フェルトのおひなさま」

日 2月12日㈭10時から　場文化創造アトリエ・
アミーゴ　内ニードル針を使って作る羊毛フェル
トの置き型雛　定先着20人　金1,500円（材料費
込み）　申 1月5日㈪9時から文化創造アトリエ・
アミーゴ窓

プリマヴェーラオペラコンサート蝶々夫人

日 2月14日㈯14時開演　場文化創造アトリエ・

アミーゴ　出演山崎愛実、鷹野景輔他　定先着90
人（未就学児入場不可）　金2,500円（当日3,000
円）　申文化創造アトリエ・アミーゴ窓

気軽に体験！腹話術ワークショップ

　腹話術のプロがコツをわか
りやすく教えます。
日 2月15日 ㈰ ①10時 小 学 生
②13時中学生以上　定 各先
着10人　金 500円　場・申

産業文化センター窓

入間市日帰りスキー教室 参加者募集

日 2月23日（月・祝）　場軽井沢スノーパークスキ
ー場（群馬県）　内大型バスで行く、スキー連盟の
指導員によるスキー教室。希望者はバッジテスト

（1 ～ 5級）受験可　金 11,000円（中高生9,000円、
小学生7,500円）※機材のレンタル、バッジテスト
は別途費用必要　定先着45人　申1月
25日㈰9時から入間市スキー連盟 M

問スポーツ推進課

催し

◇2026年新春囲碁大会
日 2月8日㈰9時40分開会　場藤沢地区センター
内クラス別トーナメント4回戦　定先着110人
金1,500円（高校生以下500円）　申 1月18日㈰
までに蔦

つたばやし
林☎2965-2455 jumbow@icloud.

com

掲示板市 民 団 体
サ ー ク ル 等

人材募集等
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1月24日から30日に実施される全国学校給食週間にちなんで、今回は学校給食での取り組みについて紹介します。
市内の公立小・中学校の給食では、「旬」の地場産食材を積極的に使用しています。
旬の食材は、新鮮で栄養満点な最も味の良い食材です。地場産
の旬の食材を使うことは、地産地消の推進だけでなく、フードマ
イレージ（食料が生産地から消費者に届くまでの環境負荷を示
す指標）の削減にもつながります。
また、旬の食材を選び、おいしく残さず食べることで、フードロ
スの削減など身近にできるSDGs（持続可能な開発目標）への貢
献もできます。ぜひご家庭でも実践してみましょう。

埼玉県都市ボートレース企業団からの配分金は、
貴重な一般財源として活用しています。

ボートレース戸田
開催予定日

役立っています、配分金 1月3日㈯～８日㈭、11日㈰～14日㈬、17日㈯～22日㈭、30日㈮～2月2日㈪、
6日㈮～11日(水・祝)、25日㈬～3月1日㈰、7日㈯～12日㈭、19日㈭～24日㈫、
28日㈯～31日㈫   　                                     　              ■財政課問

市公式HP
「給食献立レシピ」

未来へのリレーコラム

SDGs～未来のために、いまできること～

「食から元気に」入間の明日への活力をつくる

株式会社ハザマフードサービス代表　株式会社ハザマフードサービス代表　間野 稔 間野 稔 さんさん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　入間市で生まれ育ち、都内で20年働いて戻っ
てきた時、「少し元気がないかな」と正直感じ
たんです。学生時代、駅周りで遊んでいた頃の
賑わいに比べると少し寂しくて。だからこそ、
食を通じて地元の人に「美味しい、楽しい」経
験をしてもらいたい。そう思って『ハザマダイ
ナー』を始め、おかげさまで3年目を迎えまし
た。
　今年、ずっと温めていた夢だった「オクトー
バーフェスト」を実現できました。入間市はド
イツの姉妹都市なので、いつかこのまちでお祭
りをやりたいとずっと思っていました。市役所
からの提案と私の構想がうまくマッチングし
て、開催に至りました。初めてで不安もありま
したが、周りの方の多大なサポートのおかげ

で、想定以上のお客様に来ていただけました。
「楽しかった、来年もぜひ」という温かい言葉
が本当に嬉しかったですね。
　この経験で、「単に店内で料理を提供する以
外にも、外に出て地域に貢献できることがもっ
ともっとあるんだ。」という想いに変わりまし
た。これからはフェスを恒例にしつつ、「市内
にもっと美味しくて楽しいお店を増やしていき
たい。」「食から元気にしたい。」
　地域の方々の明日への活力になれるようこれ
からも、もっともっと入間を盛り上げていきた
いですね。

インタビュー動画はこちら→

入間市生まれ入間市育ち。株式会社ハザマフードサービス代表。 都内での飲食業勤務を入間市生まれ入間市育ち。株式会社ハザマフードサービス代表。 都内での飲食業勤務を
経て帰郷し、2022年に地産地消の肉バル「ハザマダイナー」を開業。店舗運営の傍ら、経て帰郷し、2022年に地産地消の肉バル「ハザマダイナー」を開業。店舗運営の傍ら、
自身の構想と市の提案をマッチングさせ「いるまオクトーバーフェスト」を実現させる。自身の構想と市の提案をマッチングさせ「いるまオクトーバーフェスト」を実現させる。
「食から元気に」をテーマに、地域の人々の明日への活力となる場づくりを目指している。「食から元気に」をテーマに、地域の人々の明日への活力となる場づくりを目指している。
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人口と世帯数 12月1日現在 人口：142,413人（-48人） 世帯数：68,891世帯（+36世帯）　（）は前月比
火事と救急 11月　火災出動：2件　　救急出動：703件　　搬送人員：602名

入間市平和都市宣言 自然を愛し、緑と清流を守り、平和で自然環境にやさしいまちをのこします。
入間市民憲章 一．お互いに助け合い、やすらぎのあるまちをつくりましょう。

LINE  
＠irumacity

facebook
＠city. iruma

X
＠_irumacityいるま防災メールプラス


